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7 日間の経口摂取により、Ao diet 群で血清ビタミン C・E の上昇を確認したが（p < 
0.001）、肝組織中のポリフェノールに差を認めなかった。再灌流後6時間において、Ao 
diet群で血清AST・ALT値の低下を認め（p < 0.05）、HE染色にてネクローシスの抑
制を認めた（p < 0.05）。また、 TUNEL染色において陽性細胞数の減少（p < 0.05）、
Western blot法にて肝組織中Cleaved caspase-3の発現低下をAo diet群で認め、アポ
トーシスの抑制を確認した。Ao diet群において、肝組織内の炎症性サイトカイン IL-6，
ケモカインCXCL1遺伝子発現の低下を認め（p < 0.05）、抗酸化酵素であるSOD1・2
の上昇を認めた（p < 0.05）。Control diet群では、IRIに伴う酸化ストレスによる肝組
織MDAの上昇を認めたが、Ao diet群では抑制された（p < 0.05）。Ao diet群では細胞
接着因子 ICAM-1遺伝子発現が低下しており、免疫染色にて好中球とマクロファージの
肝組織への浸潤の抑制を確認した（p < 0.05）。 
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Ao diet の摂取によって、ICAM-1 の低下と肝組織に浸潤した好中球・マクロファージ
の低下、IL-6・CXCL1遺伝子発現の低下が認められ、ROSの産生低下が示唆された。
また、抗酸化栄養素を付加した食事により、抗酸化物質（ビタミン C・E）と抗酸化酵



























なお、本学位授与申請者は、平成 31 年 2 月 6 日実施の論文内容とそれに関連した試問
を受け、合格と認められたものである。 
